
ス
に
な
る
か
ら
と
、
日
本
に
駐
在
で
働
く
中
国
の
方
が
3
〜

5
年
の
駐
在
期
間
の
う
ち
に
大
学
院
で
学
ぶ
と
い
っ
た
話
も

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
国
々
は
急
速
に
高
学
歴
化
し

て
い
ま
す
。

　

彼
ら
に
は
「
大
学
院
を
出
て
お
く
こ
と
が
出
世
に
つ
な
が

る
か
ら
勉
強
し
よ
う
」
と
い
う
意
欲
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ

に
比
べ
て
、
日
本
で
は
大
学
院
を
出
て
い
た
と
し
て
も
一
般

企
業
で
は
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
他
国

よ
り
教
育
水
準
が
下
が
っ
て
し
ま
う
の
も
仕
方
が
な
い
と
し

か
い
え
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
も
、
教
育
水
準
の
低
下
は
、
日

本
の
大
学
に
も
責
任
の
一
端
が
あ
り
ま
す
。
大
学
院
は
、も
っ

と
社
会
人
に
も
入
り
や
す
く
、
勉
強
し
や
す
い
も
の
に
す
る

べ
き
な
の
で
す
。

「
社
会
人
は
職
場
で
学
べ
」
を
変
え
て
い
く
べ
き

　

も
と
も
と
日
本
の
大
学
院
は
研
究
者
養
成
が
中
心
で
し
た

か
ら
、
普
通
の
職
業
人
た
ち
に
勉
強
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

意
識
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
社
会
人
を
教
え
ら
れ

る
大
学
の
先
生
が
少
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

背
景
に
は
、「
社
会
人
は
、
学
校
で
は
な
く
職
場
で
実
際
に

仕
事
を
し
な
が
ら
学
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
い
う
考
え
が
あ
っ

て
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
時
代
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
日
本
の
大
学
、

大
学
院
も
世
界
の
潮
流
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
い
く
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
昭
和
女
子
大
学
で
も
社
会
人
向
け
の
専
門
職

大
学
院
が
23
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
仕
事
の
能
力
は
学
歴
で
は
な
い
」
と
い
う
知
恵

　

一
方
で
、
日
本
に
お
け
る
大
卒
に
対
す
る
評
価
も
変
わ
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
一
昔
前
ま
で
は
「
大
学
を
出
て
い
る
こ
と

＝
幹
部
候
補
生
」
で
し
た
が
、
現
在
は
専
門
学
校
を
出
た
人
、

あ
る
い
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
叩
き
上
げ
で
社
会
に
出

て
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
で
仕
事
を
す
る
人
、高
等
専
門
学
校
（
高

専
）
を
出
た
人
の
評
価
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
、
特
に
中
堅
企
業
あ
た
り
で
は
、
東
大

卒
を
採
用
し
て
失
敗
し
た
話
は
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
高

専
卒
を
採
用
し
て
失
敗
し
た
話
は
な
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、

高
専
卒
は
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、「
仕
事

の
能
力
は
学
歴
で
は
な
い
」
と
い
う
失
敗
を
経
て
つ
か
み

と
っ
た
知
恵
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
や
人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ
、「
学
び
直
し
」
に

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
が
当
た
る
機
会
も
増
え
て
き
ま
し
た
。「
大

学
は
高
校
を
卒
業
し
た
人
だ
け
が
行
く
と
こ
ろ
」
で
は
な
く
、

「
学
び
た
い
」
と
思
っ
た
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
が
行
く
、
そ

ん
な
場
所
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
学
側
も
、
も
っ
と
門

戸
を
広
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
教
育
の
機
会
を
提
供
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
オ
ン
ラ
イ
ン 

23
・
01
・
12

  

ス
テ
ッ
プ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
中
学
2
・
3
年
生
の
新
学

期
は
３
月
ス
タ
ー
ト
で
す
。
そ
れ
は
入
試
が
3
月
の
初
め
な

の
で
中
3
生
の
1
年
が
12
ヶ
月
な
い
か
ら
で
す
。

　

21
年
度
に
中
学
校
の
新
指
導
要
領
が
ス
タ
ー
ト
し
、
入
試

が
か
な
り
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
よ
う
に
知
識
だ
け
で
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
読

『
思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
生
き
方
』

　
　
　
　

｢

大
学
院
卒｣

で
も
企
業
で
は
評
価
さ
れ
な
い
…

世
界
中
で
進
む
高
学
歴
化
に
日
本
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て
い

る
理
由｢

高
偏
差
値
大
学
の
卒
業
生
は
優
秀｣

は
も
う
古
い

　

学
歴
は
そ
の
後
の
人
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の

か
。
昭
和
女
子
大
学
総
長
の
坂
東
眞
理
子
さ
ん
は
「
日
本
で

は
、
偏
差
値
の
高
い
大
学
に
入
っ
た
人
は
優
秀
だ
、
と
い
う

思
い
込
み
が
あ
る
が
、
国
内
外
の
現
状
は
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
」
と
い
う―

―

。

「
学
歴
フ
ィ
ル
タ
ー
」
は
給
与
に
は
作
用
し
な
い

　

大
企
業
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
卒
を
採
用
す
る
の
で
、
大
学

を
出
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
、
時
代
に
よ
っ
て
「
大
学
に
行
く
の
が
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」に
な
っ
た
り「
高
校
卒
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」に
な
っ

た
り
し
て
お
り
、
今
は
偏
差
値
の
高
い
大
学
を
出
る
こ
と
が

学
歴
の
良
さ
だ
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
る
の
で
す
。
し
か
し

入
試
の
偏
差
値
が
高
い
大
学
も
入
学
し
て
し
ま
え
ば
、
ほ
と

ん
ど
の
人
が
卒
業
で
き
ま
す
し
、
大
学
の
成
績
は
就
職
で
あ

ま
り
考
慮
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
他
の
国
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水 火 月 日 土 金 木 水
◆
春
期
講
座
ス
タ
ー
ト

春
期
講
座
準
備
休
み

春
分
の
日　

休
塾

休
塾

★ 

公 

立 

合 

格 

発 

表 

★　

小 

学 

校 

卒 

業 

式

中 

学 

校 

卒 

業 

式

休
塾

　
　 ★

高
校
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
開
始
（
8
回
）

休
塾

●
公
立
高
校
入
学
試
験　

●
青
陵
中
期
末
（
～
3
）

高 

校 

卒 

業 

式　

●
別
保
中
期
末
（
～
2
）
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在
籍
す
る
生
徒
の
所
属
校

小
学
校　

愛
国
・
芦
野
・
富
原

中
学
校　

青
陵
・
美
原
・
景
雲･

附
属･

富
原
・
別
保

高　

校　

湖
陵
・
高
専

過保護・過干渉は子供をダメに！

大 き な 声 で あ い さ つ を！

3 月 の 予 定

　

例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
以
上
に
学
歴
社
会
で
す
。
大

学
入
学
は
日
本
よ
り
楽
で
す
が
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
留
年
、

退
学
で
す
。
卒
業
す
る
ま
で
し
っ
か
り
勉
強
し
て
良
い
大
学

を
出
て
、
さ
ら
に
大
学
院
や
専
門
職
大
学
院
へ
進
学
し
て
良

い
成
績
を
と
っ
て
い
れ
ば
、
高
い
お
給
料
の
仕
事
に
採
用
さ

れ
る
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
。
企
業
は
、
人
材
が
必

要
に
な
っ
た
ら
新
卒
者
だ
け
で
な
く
中
途
転
職
者
も
募
集
し
、

採
用
し
ま
す
。

　

し
か
し
日
本
は
、「
大
卒
」
と
し
て4

月
に
全
部
一
律
に
採

用
し
、
大
卒
の
新
入
社
員
は
一
律
の
給
料
で
す
。
就
職
試
験

の
面
接
時
な
ど
で
は
少
な
か
ら
ず
、
卒
業
予
定
大
学
名
で
の

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
か
る
の

に
、
大
学
名
や
大
学
時
の
成
績
の
差
が
給
与
と
し
て
反
映
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
学
生
は
自
由
を
謳
歌
し
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
が
…

　

つ
ま
り
日
本
で
は
「
大
学
で
何
を
学
ん
で
き
た
か
、
よ
り

入
試
の
偏
差
値
が
高
い
大
学
に
入
学
す
る
人
が
優
秀
」
と
い

う
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
が
あ
る
の
で
す
。
ア
メ
リ

カ
で
は
、修
士
号
、博
士
号
を
も
っ
て
い
る
の
が
高
学
歴
者
で
、

有
名
大
学
で
も
学
部
卒
は
高
学
歴
と
み
な
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
は
、
学
生
が
大
学
時
代
に
学

ん
で
き
た
こ
と
と
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
の
仕
事
に
関
係

が
な
い
と
い
う
こ
と
も
問
題
で
す
。　

仕
事
に
必
要
な
知
識

は
入
社
し
て
か
ら
職
場
で
教
え
ま
す
」
と
い
っ
た
風
潮
が
あ

り
ま
し
た
。

「
大
卒
」
だ
け
で
は
ラ
イ
バ
ル
と
差
別
化
で
き
な
い

　

が
、
今
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
に
変
化
し
た
背
景
に
は
企
業
が
丁
寧
に
教
育
・
訓

練
す
る
余
裕
が
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
大
卒
の
人
間
が
増
え
、

ラ
イ
バ
ル
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
資
格
を
取
ろ

う
」「
ス
キ
ル
を
つ
け
よ
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
大
卒
と
い
う

資
格
に
、
さ
ら
に
付
加
価
値
を
つ
け
よ
う
と
す
る
学
生
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
学
生
の
う
ち
か
ら
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン

に
参
加
し
、
就
業
経
験
を
積
む
学
生
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
学
歴
に
関
す
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス

は
、
少
子
高
齢
化
で
大
学
全
入
に
な
っ
て
い
る
現
実
を
反
映

し
て
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
後
も
変
わ
っ

て
い
く
、
と
と
ら
え
た
ほ
う
が
良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
一
般
入
試
よ
り
前
に
行
わ
れ
る
推
薦
入
試
な
ど
で

入
学
す
る
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
偏
差
値
は
意
味

を
な
さ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。
日
本
の
有
名
校
へ
進
学
す
る

こ
と
が
必
ず
し
も
正
解
で
は
な
い
、
そ
ん
な
時
代
が
来
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
の
は
情
報
を
き
ち
ん
と
集
め
、「
今
後
の
社
会
で
何

が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
」「
自
分
は
ど
ん
な
こ
と
が
得
意
な
の

か
」
を
考
え
、
勉
強
し
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
は
、
生

き
方
の
多
様
性
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
歴
信
仰
に

ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
つ
か
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）

急
速
に
高
学
歴
化
す
る
ア
ジ
ア
の
国
々

　

こ
の
現
象
は
中
国
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
大
学
院
の

修
士
号
や
博
士
号
を
持
っ
て
い
る
と
組
織
内
の
出
世
で
プ
ラ

解
力
、
表
現
力
を
問
わ
れ
、
表
や
グ
ラ
フ
を
読
み
取
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
は
各
教
科
に
見
ら
れ
ま
す
。
記
述
問
題

や
完
全
解
答
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
入
試
が
終
わ
っ
た
ら
勉
強
し
な
い
よ
う
で
は
格
差
社

会
で
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
社
会
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は

学
力
以
上
に
非
認
知
能
力
が
あ
る
若
者
で
す
。

　

今
は
「
普
通
」
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
受
け
身
の
姿
勢
で

は
評
価
さ
れ
な
い
の
で
す
。

　

新
年
度
に
向
か
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、

い
ろ
ん
な
こ
と
を
経
験
し
、
目
標
を
持
ち
、
失
敗
を
恐
れ
ず

に
そ
れ
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
な
る
こ
と
で
す
。　

非 

認 

知 

能 

力 

と 

は

◎
自
制
心　

意
思
が
強
く
、
精
神
力
が
強
い　

◎
や
り
ぬ
く

力　

非
常
に
遠
い
先
に
あ
る
ゴ
ー
ル
に
向
け
て
、
興
味
を
失

わ
ず
、
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
能
力
こ
と
で
す
。

14 期生の江口 恵さん。数
年後には釧路の活性化する
ためにの仕事をしたいと！

22 年度入試直前ゼミ前に昼食　　　入試直前ゼミ！

30 期生の高橋聖奈子さんが
英語 4 技能テスト GTEC の
ライティングで３位に！

差し入れあり
がとうござい
ました！

              日 常 の 授 業 風 景

6 期生でポータスに勤務す
る岩渕君、やばいです体重
70 ㎏超えましたって！



力をつけることを目指して教育しています。実習や実験も多く経験していますし、
卒業研究も 5 年生で取り組みます。
　一通りのことをやった上で大学に編入すると、1 年生から大学に入学している学
生に比べて手も動き、知識もあるので、大学で研究のリーダー的な存在になってい
る学生も結構います。そういう意味で、大学側からは『高専から学生が欲しい』と
いう声をよく聞くようになりました。
　東京大学に編入できるような学生は、高専の中でもトップクラスであることは確
かですね。そもそも高専には、中学校卒の段階で優秀な学生が来てくれている場合
が多いです。そういう学生が育って、より高度な勉強や研究がしたいという意識を
持つことで、東京大学や東京工業大学などトップクラスの大学への編入を目指す
ケースが出てきています」
半数以上が大学に編入する高専も
　高専全体では編入する学生の割合は約 4 割だが、それを超える高専もある。最も
割合が高いのは、6 割を超えている群馬県の群馬工業高専と新潟県の長岡工業高専
だ。次いで、6 割に近い兵庫県の明石工業高専が続く。千葉県の木更津工業高専と
奈良県の奈良工業高専は 5 割を超え、九州では久留米工業高専が 4 割以上となって
いる。下田氏が次のように解説する。
　「大都市圏の高専は大学に進む割合が高いですね。おそらく、大学の数が多いか
らではないでしょうか。長岡工業高専については、長岡技術科学大学が近くにある
ことも要因の一つだと思います」

　さらに、高専の専攻科から、各大学の大学院
に進む学生も多い。専攻科修了生の約 4 割が大
学院に進学している。次の表は、21 年 4 月の大
学院への入学者数だ。
あまり知られていない進学率の高さ
　以上のように、高専からの大学編入や、その
先の大学院への進学を選ぶ学生の割合は高い。
にもかかわらず、学生の親世代も含め、一般に
はあまり知られていないのではないだろうか。
　高専のパンフレットを見ると、「卒業後の多彩
なキャリアパス」として、学生の約 4 割が進学
していることが書かれている。ただ、その記述
はあっさりしている。下田氏によると、中学生
に説明する際に、進学率のことはそれほど打ち
出していないという。
　「そういう道もありますよ、というくらいの説
明しかしていないと思います。どこまで伝わっ
ているのかは分かりません。そもそも高専自体
がマイナーな存在です。中学 3 年生が全国で約

100 万人いる中で、高専に進むのは 1％弱です。高校の普通科に比べると、まだま
だ認識されているとは言えないですね。
　高専は各都道府県の第 2、第 3 の都市に設置されているケースが多いので、寮に
入って親元を離れる学生が多いです。それも一つの要因なのか、新型コロナウイル
ス禍では志願者数が減りました。各高専では、それまで寮では 2 人部屋や 3 人部屋
が主流だったところを、コロナ対応のために個室に変えるといった対応を取った場
合もあります」
　高専では現在、デジタル分野の教育に力を入れている。サイバーセキュリティー
分野では、サイバー攻撃を防ぐ側として活躍できるよう、高度なレベルの教育を行っ
ている。また、22 年からは半導体人材の育成にも動き出した。AI（人工知能）やデー
タサイエンスなども含めて、各分野について拠点校が指定されている。女子学生が
9 割以上を占める、ビジネス関連の学科を置いている高専もある。
　「高専について理解してもらうために、教員が中学校に出向いて説明に回ってい
ます。他にも、小・中学校への出前授業や、科学技術フェアなどを開催して、高専
の教育内容を知ってもらう機会をつくっています。教育内容と合わせて、高専の卒
業生には多彩なキャリアパスがあることも、もっと知っていただきたいですね」
  全国の高専生の 4 割を占める進学率は、今後も下がることはなさそうだ。15 歳か
ら専門的な知識と技術を身に付けた高専生への注目度は、今後企業だけでなく、大
学からもより高まっていくのではないだろうか。

田中 圭太郎　ジャーナリスト、ライター
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　道内公立の普通高校の求人倍率が２. ５倍に対して釧路高専の求人倍率は３０倍
を超えています。釧路市内の求人状況が益々悪くなっている中で高専生の就職先は
幅広く全国の一流企業や中堅企業となっています。
　また近年は塾の卒業生も大学に進学する学生が増えてきました。今年も電子科卒
の村上君が国立豊橋技術科学大学に合格しました。格差社会を生き抜くために高校
入試がゴールであってはなりません。高校３年間が人生に大きく影響するのです。

技 術 者 教 育 の「国 立 高 専」東 大 18 人、難 関 国 立 大 に 多数編入

国立高等専門学校（以下、高専）の卒業生の 4 割が、大学への編入などによって進
学していることをご存じだろうか。高専は 15 歳から 5 年間一貫の技術者教育を行っ
て、高度な専門性を持つ学生を輩出することを重要なミッションにしている。1962
年から各地で設置が始まり、2022 年度は高専制度創設 60 周年の節目の年。現在は
全国に 51 校がある。
30 年ほど前は、卒業生の 7 割から 8 割はそのまま就職していた。それが、ここ 20
年は就職が 6 割、進学が 4 割となっていて、東京大学をはじめとする難関国立大学
に編入する学生も少なくない。理系人材が求められる中で、大学側も受け入れ体制
を整えている。高専生の進学状況について見ていきたい。
東大 18 人、東工大 26 人など国立大学に多数編入
　高専は全国に 51 校あり、1 学年に 9000 人以上が学んでいる。中学校を卒業して
高専に入学した学生は、5 年間の一貫教育によって一般的な教養と共に産業界で活
躍できる専門的な知識や技術を身に付ける。
高専卒業後の進路は就職が 6 割、進学が 4 割。就職希望者の就職率は、毎年 98％
台から 99％台と高い数字を誇る。進学については、各高専でさらに 2 年間高度な
教育を受けることができる専攻科に進む学生が約 14％、大学に主に 3 年次から編
入する学生が約 24％だ。
　ここで、2021 年 4 月に、全国の高専 51 校から主な大学に編入した実数を見てみ
たい。300 人以上を受け入れているのが、豊橋技術科学大学と長岡技術科学大学。

高専の卒業生を編入で受け入れる
ことを主な目的として設置された
国立大学だ。高専からの編入が 1
学年の約 8 割を占めている。
　それ以外の大学を見ると、国立
大学が多いことが分かる。東京大
学には 18 人、東京工業大学には
26 人が編入しているほか、旧帝大
でも九州大学の 57 人をはじめ多く
の編入生を受け入れている。
　編入に当たっては高専での成績
がベースになる。その上で、大学
によって異なるが、推薦試験の場
合は 6 月から 7 月ごろに面接が、
学力試験を課す場合は 8 月から 9
月ごろに試験が行われる。
　大学入試に臨むのであれば、受
験勉強をする必要がある。それが、
高専生の場合は、高専で 5 年間集

中して学び、大学へは編入試験を経て 3 年次に進む。専門的な知識を深めた状態で
3 年次に編入してくる高専卒業生は、大学側にとっても「欲しい人材」になってい
るのだ。
　国立大学が高専生の受け入れを増やしてきた一方で、私立大学でも学生確保を目
指す動きがある。東京都市大学は 23 年度から、高専から 3 年次に編入する学生に
対して、授業料の 75％を減免する制度を始める。減免額は最大で 221 万 4000 円に
も及ぶ。
　私立大学の理系学部は、国立大学に比べると学費が高い。高専の卒業生に振り向
いてもらえるように、今後同様の施策を打ち出す大学が他にも出てくるのではない
だろうか。
高専の役割の変化と社会からの要請
　なぜ高専からの進学が増えたのか。東京都八王子市にある国立高等専門学校機構
本部に進学の現状について聞いた。教育総括参事で教授の下田貞幸氏によると、高
専の役割が変化してきた面があると指摘する。
　「高専の制度は 60 年前、即戦力の中堅技術者を養成する目的でスタートしました。

『大学を卒業するまで待っていられない』『ある程度知識も技術もある即戦力が早く
欲しい』という企業からの声や、社会からの要請が出発点でした。
　今は社会の要請が変わってきました。即戦力や中堅技術者といった言葉は使って
いません。高度な知識や技術を身に付けるともに、社会の課題を解決する、社会を
良くするために学ぶ場に位置づけられています。起業する学生も増えていますね」
　かつては高専を卒業すると、就職する学生が 7 割から 8 割を占め、進学は 2 割に
満たないくらいだった。それが、約 30 年前から 20 年前にかけて、各高専に専攻科
ができたことで、進学する学生の割合が増えた。
　併せて、高専生を編入で受け入れる大学が増えて、その人数も多くなってきた。
大学側も高専の卒業生への期待が大きくなっているという。
　「高専では 15 歳から専門教育が始まって、5 年生の時点で大学卒業と同じ程度の


